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宮城大学大学院看護学研究科学位論文審査要綱 

 

 （趣旨）  

第１条 この要綱は，宮城大学学位規程（以下「学位規程」という。）第１８条及び宮城大学

大学院看護学研究科履修規程（以下「履修規程」という。）第２０条の規定に基づき，宮城

大学大学院看護学研究科における学位論文（履修規程第１８条第２項に規定する「特定の課

題についての研究の成果」を含む。以下同じ。）審査に関し必要な事項を定める。  

 

 （学位論文の提出）  

第２条 学位規程第４条により修士又は博士の学位を申請する者は，同条の規定で定める学位

申請書１部に加え，次に掲げる書類を看護学研究科長に提出しなければならない。 

 

＜修士の学位を申請する者＞ 

 一 学位論文    ３部 

 二 学位論文要旨   ３部 

 三 関係資料（別途指示のあるとき） ３部 

 

＜博士の学位を申請する者＞ 

 一 学位論文    ３部 

 二 学位論文要旨   ３部 

 三 関係資料（別途指示のあるとき） ３部 

 四 上記一から三の電子データ  １部 

 

２ 博士前期課程における学位論文・学位論文要旨の体裁は，別途提示する「宮城大学大学院

看護学研究科学位論文（修士）作成要領」のとおりとする。 

３ 博士後期課程における学位論文・学位論文要旨の体裁は，別途提示する「宮城大学大学院

看護学研究科学位論文（博士）作成要領」のとおりとする。 

４ 学位論文の提出期限は，別途指示する。 

 

 （審査結果の報告）  

第３条 学位規程第１０条に定める学長への報告は，様式１による。 

 

 （学位論文の保管） 

第４条 学位を授与すべきものと決定した者から提出のあった学位論文については，本学図書

館において１部を保管する。 

 

 （委任） 

第５条 学位論文審査に関する事項で本要綱に定めのない事項については，看護学研究科教授

会において定める。 

 

   附則  

 この要綱は，平成１４年１０月９日から施行する。 

   附則  

 この要綱は，平成１７年４月１日から施行する。 

   附則 

 この要綱は，平成２１年４月１日から施行する。 
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附則 

 この要綱は，平成２２年４月１日から施行する。 

附則 

 この要綱は，平成２６年４月１日から施行する。 

附則 

 この要綱は，平成２９年４月１日から施行する。 

附則 

 この要綱は，令和５年４月１日から施行する。 
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様式１ 

学位授与に関する報告書 

 

年  月  日 

宮 城 大 学 長  殿 

 

 

                     宮城大学大学院看護学研究科長 

                     氏  名          印 

 

 

     年  月  日に開催された宮城大学大学院看護学研究科教授会において，下記の

とおり学位授与の可否に関する議決を行ったので，宮城大学学位規程第１０条の規定に基づき

報告します。 

記 

１．修士の学位を授与すべきものと決定した者 

学籍番号 氏  名 研究題目 
学位論文 

審査結果 

最終試験

の合否 

     

 

２．修士の学位を授与できないものと決定した者  

学籍番号 氏  名 研究題目 
学位論文 

審査結果 

最終試験

の合否 

     

 

３．博士の学位を授与すべきものと決定した者 

学籍番号 氏  名 研究題目 
学位論文 

審査結果 

最終試験

の合否 

     

 

４．博士の学位を授与できないものと決定した者  

学籍番号 氏  名 研究題目 
学位論文 

審査結果 

最終試験

の合否 
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宮城大学大学院看護学研究科学位論文（修士）作成要領 

 

平成２６年３月１３日作成 

平成２７年１０月７日改訂 

平成２９年２月１５日改訂 

平成３１年３月１日改訂 

令和５年３月１日改訂 

 

学位論文（以下，論文）の作成は，この要領を参考にすること。 

なお、本要領は『Publication Manual of the American Psychological Association 

7th edition』(APA, 2020)および『APAに学ぶ 看護系論文執筆のルール』（前田, 江藤, 

2013）を参考にしている。詳細について不明な点は、これらの文献を参照されたい。 

 

１．論文の形式 

１）和文原稿はＡ４判縦置き横書きとし，常用漢字，新仮名づかいを用いてワードプ

ロセッサーで作成する。余白は上下35ｍｍ，左右は30ｍｍとする。字数は40 字，行

数は30 行，改行ピッチ６～８mm（21.4ポイント前後），字体はMS明朝全角，文字サ

イズは10.5ポイント，論文中の句読点の表記は，「、」（全角）および「。」（全

角）を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）英文原稿はＡ４判縦置きとし，ワードプロセッサーで作成し，上下35ｍｍ，左右

は30ｍｍ余白を残してダブル・スペースで印字する。フォントはTimes Roman(Times 
New Roman)12ポイントを標準とする。英語を母国語としない執筆者の場合は，必ず

専門家または英語母国語者のチェックを受ける。  

 ３）審査用の論文について 

（１）片面刷りとし，市販の２穴のファイルに綴じる。                      

（２）表紙は例示にならい（背表紙不要），必要事項を記載する。和文題目文字は 20

ポイント，それ以外は 14 ポイント程度とする。 

（３）表紙の次に要旨を入れる。要旨は，様式１により，字体は MS 明朝全角，文字サ

イズは 10.5 ポイント，論文中の句読点の表記は，「、」（全角）および「。」

35mm の余白

30 
mm 
の 
余 
白 

 
40 字×30 行 

30 
mm 
の 
余 
白 

35mm の余白

35mm の余白
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（全角）を使用する。                                   

（４）要旨の次に内表紙を入れる。内表紙には，例示にならい必要事項を記載する。

研究指導教員名は，主研究指導教員のみ記載する。和文題目の文字は 20 ポイン

ト，それ以外は 14 ポイント程度とする。 

（５）内表紙の次に目次とする。目次の次から本文とし，下部中央に頁番号を付す。   

４）学位論文（修士）保存版について                            

（１）片面刷りとし，簡易製本する。 

（２）背表紙をつける。その他は審査用と同様に作成する。                    

 

 

＜学位論文（修士）表紙・背表紙＞             ＜要旨＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内表紙＞                  ＜目次＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

宮城大学大学院 
看護学研究科博士前期課程 

 
論文題目 

 
 
 

（西暦）年度 
 

分野・領域 
学籍番号 

氏名 

 
 

論
文
題
目
（
和
） 

 
 
 

氏
名 

 
 

 

西
暦
年
度 

 
 

宮城大学大学院 
看護学研究科博士前期課程 

 
論文題目 

 
 

（西暦）年度 
 

分野・領域 
コース 

学籍番号 
氏名 

研究指導教員 

30 
mm 
の 
余 
白 

 

 

 
30 

mm 
の 
余 
白 

35mm の余白（上下） 

 
      － 目次 － 
 
  Ⅰ. ○○・・・・・・・・1 
   A．○○・・・・・・・1 
    １．○○・・・・・・1 
   ２．○○・・・・・・3 
  Ⅱ. ○○・・・・・・・・7 

A． ○○・・・・・・7 
B． ○○・・・・・・9 
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２．論文の構成 

論文は，原則として以下の事項から構成される様に作成する。 

目 次 

本 文 

序 論 

文献検討 

研究方法 

倫理的配慮 

＊宮城大学研究倫理専門委員会の承認を得た場合は，承認番号と承認を受けた年月日を

記載する 

結 果 

考 察 

結 論 

謝 辞 

文 献 

図・表・写真 

資 料 

 

３. 論文作成上の注意事項 

１）要旨 

要旨は，和文（1,200字程度）とする。要旨はできるだけ構造化抄録に従って記載す

ること。 

また，キーワードを論文題目の下に５語以内で記載する。 

(例) キーワード：高齢者，心拍出量，心拍数 

 ２）目次 

    目次は，本文の章・節，謝辞，文献，図表，資料をこの順で掲げるものとし，該当頁

を表示する。 

３）章・節・項の番号 

見出しはすべてゴシック体とする。見出しには第１階層から第７階層まである。本文のレベル数に

応じて，第１から順番に適用すること（第１階層は論文題目 [タイ トル] にあたるレベルであり，

見出し数字は付けない。したがって，本文で使用される見出しは第２階層以下ということにな

る）。見出しに付ける数字・記号・アルファベットは全角とする。 

 

見出しレベル 見出し数字 配置 

第１階層 （論文題目に該当） なし 中央に   

第２階層  Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ． … 中央に 

第３階層 Ａ．Ｂ．Ｃ． …     左に寄せる 

第４階層 １．２．３． … 左に寄せる 

第５階層 ａ．ｂ．ｃ． … 左端より１字下げる 

第６階層 （１）（２）（３）… 上位の見出しより１字下げる 

第７階層 （ａ）（ｂ）（ｃ）… 上位の見出しより１字下げる 
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 ＜見出しの記載例＞ 

 

４）単位 

  度量衡は，原則として国際単位系（SI単位）を用いる｡ 
 ５）略語 
  略語は，初出のときに正式名称を記載し，そのあとに括弧書きで記入する｡ 

６）頁の記載 

   頁は，目次にはつけず，本文から図・表の最終頁まで，1，2，n（半角）のようにつ

ける。  

資料は，ⅰ，ⅱ，nの番号をつける。それらの記入場所は，下中央とする。 

７）註記 

註記は，脚注として最後にまとめて記載する。また，本文中の註記には＋，＋＋を

右肩に上付1/4 角をつけ，文献番号１），５）や統計学上の有意水準*，***とは区

別する。 

８）図表等 

（１）図・表・写真は，それぞれに一連番号を太字で付し，その下に1行分空けて，

それらの内容を示すタイトルを図・表・写真の上に記載する。但し書きは図・

表・写真の下に記す。図・表・写真の大きさは，最大A3サイズまでとする。 

＜記載例＞ 

図1 

 

A・B・Cの関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

… （第 2 階層）中央に 
… （第 3 階層）左に寄せる

 
 
… （第 3 階層）左に寄せる

 
 
… （第4階層）左に寄せる 

Ⅵ．結果

Ａ．研究参加者の概要 
 研究参加者は 6名であった。・・・・・・・・ 
 A氏は、・・・・・・ 
Ｂ．分析結果 
 データを分析した結果、・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・。 

１．看護師として働き続ける思い 
 このカテゴリーは、・・・・・・・・・・ 

A

BC

－　　－102



 

 
 

表1 

 

研究参加者の概要 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図・表・写真は，読み取りやすさを考慮し，それを説明した本文近くの適切な

場所に挿入し表示するか，図・表・写真のそれぞれを一括して綴じる。一括して

綴じる場合，図・表・写真はA4判１枚に１つの図・表・写真とする。 

 ９）資料 

  資料を添付する場合は，通し番号と標題を付す。本文中にはその番号をもって引用す

る。但し，研究計画書および倫理審査申請書類は資料に含めない。 

１０）文献 

 本文での文献記載方法ならびに文献リストの記載方法は，ハーバードスタイル（APA

方式）に準ずることとする。  

（１）本文での文献記載方法 

①本文中に著者名が記載されている場合は，その後ろに（ ）を付し，発行年を

記す。本文中に発行年が記されている場合は，改めて表示する必要はない。同じ

年に発刊された場合は，(2023a), (2023b)のように明記する。文献のページ

は，当該文章の後ろに記す。 

＜記載例＞ 

・吉田（2023a）は「・・・・・・」（p.125）と述べている。 

・2016年にRisenは以下のように語っている（p.202）。 

②本文中( )内の著者名は2名までは全員記載する。著者が2名の場合，筆頭者の後

ろに邦文では「,」（半角カンマ）を，欧文では「and」を付す。 

＜記載例＞ 

 ・島田，林（2003）は…と報告している。 

・Yeo and Hayashi (1996) によると… 

      ③著者が3名以上の場合は，筆頭者の後ろに「他」（欧文の場合は et al.）を付け

て略す。 

 ＜記載例＞ 

 ・佐藤他（2020）によると… 

・…と言われている（Shayden et al., 2018, p.304）。 

④著者が3名以上で，名前を省略してしまうと別の文献と同じ表記になってしまう

場合，どちらの文献も区別できるだけの著者名を表記する。欧文の場合，「et 

al.」の前の名前が1つだけであればカンマはつけない。2つ以上ならばカンマを

つける。 

＜記載例＞ 

・佐藤, 高橋，後藤，吉田，山本（2020）の研究によれば… 

・佐藤, 高橋，後藤，吉田，山本，阿部他（2020）が調査したところ… 

・Kapoor et al. (2017)は… 

研究参加者 年齢 看護師歴 ・・・ ・・・

A 20代 5年 ・・・ ・・・

B 30代 13年 ・・・ ・・・

C 20代 7年 ・・・ ・・・

D 20代 6年 ・・・ ・・・

E 30代 10年 ・・・ ・・・
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・Kapoor, Bloom, et al. (2017)は… 

   ⑤共著者の同一文献を繰り返し引用する際には，著者名が2名までの場合は毎回の

引用に全員記載する。著者が3名以上の場合は毎回の引用に筆頭著者の後ろに

「○○他」または「et al.」と記す。 

   ⑥同じ（ ）内に著者の異なる2つ以上の文献を引用する場合は，（ ）内に筆頭

著者のアルファベット順に姓と発行年を記し，著者ごとに「;」（セミコロン）

で区切り，「;」の後ろに半角スペースを入れる。 

   ＜記載例＞ 

   ・…と考える研究者（遠藤, 2021; 庄司, 2020）も存在する。 

   ・…と指摘されている（山田, 2022; 山本, 2012）。 

   ⑦同じ（ ）内に同一著者の2つ以上の文献を引用する場合は，それらの文献の発

行年を早い順に記す。その際，発行年ごとに「,」（カンマ）で区切り，「,」の

後ろに半角スペースを入れる。 

＜記載例＞ 

   ・…が明らかにされている（伊藤, 2009, 2011, 2018; 武田, 2000, 2003）。 

   ⑧外国語文献の翻訳書を使用した場合は，オリジナル文献（原書）の発行年と翻訳

書の発行年を「/」（半角スラッシュ）で結んで記載する。「/」の前後に半角ス

ペースは入れない。ページ数は翻訳書のものを記す。訳者名は不要だが，文献リ

ストには訳者名も記載する。 

＜記載例＞ 

   ・Meleis (2018/2021)は…と述べている（p.55）。 

（２）文献リストの記載方法 

①文献は，筆頭著者のアルファベット順に並べる。著者名は，筆頭著者を含めて

20名までの著者の姓名を記載する。20名を超える場合は19名目までを列挙し，省

略記号（…）に続けて最終著者の前に「&」を付す。外国人著者の場合，姓（フ

ァミリーネーム）を先に，名（ファーストネーム）のイニシャルのみを後に記載

する。 

＜記載例＞ 

Bach, J. S. (2010). … 

Bowie, D. (2016). … 

加藤武志（2019）．… 

小田美香（2017）. … 

②外国語文献で，著者が2名以上の場合，最終著者の前に「, &」を付す。 

＜記載例＞ 

Christian, B., & Griffiths, T. (2016). … 

Fiske, S. T., Gilbert, D. T., & Lindzey, G. (2010). … 

③同一著者の文献が複数ある場合は，発行年の早い順に記載する。同一著者によ

る文献が同一年次に複数ある場合は，本文中の（ ）内に記載された発行年に付

した小文字のアルファベット順に並べる。 

④2行以上にまたがる場合は，2行目以降は行頭を日本語2文字分，アルファベット

4文字分下げる。 

 ＜記載例＞ 

アメリカ心理学会 [APA](2010)/前田樹海，江藤裕之，田中建彦(訳) (2011). 

APA論文作成マニュアル（第2版）. 医学書院．  

Sandelowski, M., & Barroso, J. (2003). Creating metasummaries of 
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qualitative findings. Nursing Research, 52(4), 226-233. 

⑤文献の記載方法は，雑誌掲載論文，書籍（原書），書籍（編集・監修書），書

籍（翻訳・監訳書），電子資料によって異なる。 
a. 雑誌掲載論文 

雑誌名は原則として正式名称を用い，邦文・欧文とも雑誌名は斜字体（イタ
リック体）で記す。巻(号)の半角カッコの前後に半角スペースは入れない。 

＜記載方法＞ 

著者名（発行年）．論文の表題．掲載雑誌名，号もしくは巻(号)，最初の頁－最

後の頁． 

＜記載例＞ 

中村敏, 坪倉繁美 (2022）．男子看護学生が看護師としての職業的アイデンティ

ティを形成していく様相．日本看護学教育学会誌，32(2)，123-136． 

Thompson, B.M., Hearns, G.N., & Collins, M.J. (1992). Patient 

perceptions of health professional interpersonal skills. Australian 

Psychologist, 27, 91-95.  
b. 書籍（原書） 

書名を，日本語も外国語も斜字体（イタリック体）で記す。出版社の所在地
は記載しなくてよい。 

＜記載方法＞ 

著者名（発行年）．書名（版数，初版は省略可）．出版社名． 

＜記載例＞ 

芝祐順 (1979)．因子分析法（第2版）．東京大学出版会． 

Morse, J.M., & Field, P.A. (1995). Qualitative research methods of 

health professionals (2nd ed.). SAGE. 
c. 書籍（編集・監修書） 

編集された書籍のなかに収録された章や節から引用した場合は，以下の記載

方法で明記する。外国語文献の場合は，編者の名（ファーストネーム）のイ

ニシャルを先にし，姓（ファミリーネーム）のあとに「(Ed.), 」，編者が複

数の場合は「(Eds.), 」を付す。監修の場合は「(監)」と表示する。 

＜記載方法＞  

著者名 (発行年). 章や節の表題. 編者名 (編), 書名 (pp. 開始ページ-終了ペ

ージ). 発行所.  

＜記載例＞ 

   佐藤眞理, 吉沢豊予子（2022）. 災害時の女性への支援．吉沢豊予子（編）, 

助産師基礎教育テキスト 2022 年度版第 2 巻ウィメンズヘルスケア（pp.175-

184）. 日本看護協会出版会． 

   Schwartz-Barcott, D., & Kim, H. S. (2000). An expansion and elaboration 

of the hybrid model of concept development. B. L. Rodgers, & K. A. 

Knafl (Eds.), Concept development in nursing: Foundations, 

techniques, and applications (2nd ed.) (pp.129-159). SAUNDERS. 

d. 書籍（翻訳・監訳書） 

原著者名は原綴りのまま表記する。 

   ＜記載方法＞ 

原著者名（発行年）/ 翻訳名or監訳者名（訳or監訳）(翻訳書の発行年)．翻訳書

の書名（版数）．出版社名． 

＜記載例＞ 

－　　－105



 

 
 

Fawcett, J. (1993)/太田喜久子, 筒井真優美(監訳)(2008)．看護理論の分析と

評価．医学書院． 

e. 電子資料（インターネット情報） 

インターネット上の資料を使用し，引用する場合，読者が確実に引用された情

報に辿りつけるよう，発表者，掲載年月日，記事タイトル（見出し）もしくは

説明，情報に直接リンクする URL，検索の日付を記載する。掲載年月日が不明

な場合は，n.d.（no date の意味）と記載する。 

オンライン出典の文献に DOI（デジタルオブジェクト識別子）がある場合は，

通常の書誌情報の後に「http://doi.org/」を記載し，続けて「10.」から始ま

る DOI 番号を記載する。DOI 番号の最後にピリオドは付けない。 

インターネット情報（Wikipedia などを含む）は真偽の不明な情報も多く，確実な情報か

どうかを十分に確かめた上で慎重に用いる。また，そのまま引用することは絶

対に避ける。その文献が紙媒体で手に入る場合は，それを文献とし，電子資料はインターネ

ットでしか手に入らない文献に限定する。 
＜記載方法＞ 

    発表者（掲載年月日）．記事タイトル．URL（検索日＊年＊月＊日） 

＜記載例＞ 

Dietrich, A. J. (2020). Charting a path forward for education abroad 

research. Frontiers: The Interdisciplinary Journal of Study Abroad. 

32(2), 1-11. https://doi.org/10.36366/frontiers.v32i2.465 

厚生労働省（n.d.）．「外国人受け入れのための医療機関向けマニュアル」につ

いて．

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000173230_00003.html 

（検索日2022年1月18日） 

  

－　　－106



 

 
 

様式1 
学位論文(修士)要旨 

学籍番号                                                分野      領 域 
氏  名                                 コース 

 
 

論文題目 
 
 

キーワード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1,200字程度 
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宮城大学大学院看護学研究科学位論文（博士）作成要領 

 

平成２６年３月１３日作成 

平成２７年１０月７日改訂 

平成２９年２月１５日改訂 

平成３１年３月１日改訂 

令和５年３月１日改訂 

 

学位論文（以下，論文）の作成は，この要領を参考にすること。 

なお、本要領は『Publication Manual of the American Psychological Association 

7th edition』(APA, 2020)および『APAに学ぶ 看護系論文執筆のルール』（前田, 江藤, 

2013）を参考にしている。詳細について不明な点は、これらの文献を参照されたい。 

 

１．論文の形式 

１）和文原稿はＡ４判縦置き横書きとし，常用漢字，新仮名づかいを用いてワードプ

ロセッサーで作成する。余白は上下35ｍｍ，左右は30ｍｍとする。字数は40 字，

行数は30 行，改行ピッチ６～８mm（21.4ポイント前後），字体はMS明朝全角，文

字サイズは10.5ポイント，論文中の句読点の表記は，「、」（全角）および「。」

（全角）を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）英文原稿はA4判縦置きとし，ワードプロセッサーで作成し，上下35ｍｍ，左右は

30ｍｍ余白を残してダブル・スペースで印字する。フォントはTimes Roman(Times 

New Roman)12ポイントを標準とする。英語を母国語としない執筆者の場合は，必ず

専門家または英語母国語者のチェックを受ける。  

３）審査用の論文について 

（１）片面刷りとし，市販の２穴のファイルに綴じる。                      

（２）表紙は例示にならい（背表紙不要），必要事項を記載する。和文題目文字は 20

ポイント，それ以外（英文タイトル含む）は 14 ポイント程度とする。              

（３）内表紙には，例示にならい必要事項を記載する。研究指導教員名は，主研究指

30 
mm 
の 
余 
白 

 
40 字×30 行 

30 
mm 
の 
余 
白 

35mm の余白

35mm の余白
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導教員の記載のみとする。和文題目文字は 20 ポイント，それ以外（英文タイトル

含む）は 14 ポイント程度とする。 

（４）内表紙の次に和文要旨を綴じる。本審査用は，和文要旨，英文要旨の順で綴じ

る。        

（５）要旨の次に目次とする。目次の次から本文とし，下部中央に頁番号を付す。  

４）学位論文（博士）保存版について                             

（１）片面刷りで製本する。                                    

（２）黒色のカバーとする｡表紙，背表紙には例示にならい，その他は審査用と同様に作

成する。 

 

 

＜博士論文表紙・背表紙＞             ＜内表紙＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜要旨・目次＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

宮城大学大学院 
看護学研究科博士後期課程 

 
論文題目 

（英文タイトル） 
 
 

（西暦）年度 
 

分野 
学籍番号 

氏名 

 
 

論
文
題
目
（
和
） 

 
 
 

氏
名 

 
 

西
暦
年
度 

 
 

宮城大学大学院 
看護学研究科博士後期課程 

 
論文題目 

（英文タイトル） 
 

（西暦）年度 
 

分野 
学籍番号 

氏名 
研究指導教員 

 
 要旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーワード 

 

 
Abstract 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Key Words 

 

 
－ 目次 － 

 
Ⅰ. ○○・・・・・・・1 
 A．○○・・・・・・1 
  １．○○・・・・・1 

  ２．○○・・・・・3 
Ⅱ. ○○・・・・・・・7 

A . ○○・・・・・・7 
B. ○○・・・・・・9 
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２．論文の構成 

論文は，原則として以下の事項から構成される様に作成する。 

目 次 

本 文 

序 論 

文献検討 

研究方法 

倫理的配慮 

＊宮城大学研究倫理専門委員会の承認を得た場合は，承認番号と承認を受けた年月日を

記載する 

結 果 

考 察 

結 論 

謝 辞 

文 献 

図・表・写真 

資 料 

 

３. 論文作成上の注意事項 

１）要旨 

要旨は，和文（1,200字程度）と英文（600字程度）とする。要旨はできるだけ構造化

抄録に従って記載すること。また，キーワードを和文・英文要旨の末尾に各々５語以

内で記載する。（Key wordsは、Medical subject headings[国立医学中央図書館]を

参照可） 

(例) キーワード：高齢者，心拍出量，心拍数 

     Key words: elderly people, cardiac output, heart rate 

 ２）目次 

    目次は，本文の章・節，謝辞，文献，図表，資料をこの順で掲げるものとし，該当頁

を表示する。 

３）章・節・項の番号 

見出しはすべてゴシック体とする。見出しには第１階層から第７階層まである。本文のレベル数に

応じて，第１から順番に適用すること（第１階層は論文題目 [タイ トル] にあたるレベルであり，

見出し数字は付けない。したがって，本文で使用される見出しは第２階層以下ということにな

る）。見出しに付ける数字・記号・アルファベットは全角とする。 

 

見出しレベル 見出し数字 配置 

第１階層 （論文題目に該当） なし 中央に   

第２階層  Ⅰ．Ⅱ．Ⅲ． … 中央に 

第３階層 Ａ．Ｂ．Ｃ． …     左に寄せる 

第４階層 １．２．３． … 左に寄せる 

第５階層 ａ．ｂ．ｃ． … 左端より１字下げる 

第６階層 （１）（２）（３）… 上位の見出しより１字下げる 

第７階層 （ａ）（ｂ）（ｃ）… 上位の見出しより１字下げる 
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 ＜見出しの記載例＞ 

 

４）単位 

  度量衡は，原則として国際単位系（SI単位）を用いる｡ 
 ５）略語 
  略語は，初出のときに正式名称を記載し，そのあとに括弧書きで記入する｡ 

６）頁の記載 

   頁は，目次にはつけず，本文から図・表の最終頁まで，1，2，n（半角）のようにつ

ける。  

資料は，ⅰ，ⅱ，nの番号をつける。それらの記入場所は，下中央とする。 

７）註記 

註記は，脚注として最後にまとめて記載する。また，本文中の註記には＋，＋＋を

右肩に上付1/4 角をつけ，文献番号１），５）や統計学上の有意水準*，***とは区

別する。 

８）図表等 

（１）図・表・写真は，それぞれに一連番号を太字で付し，その下に1行分空けて，

それらの内容を示すタイトルを図・表・写真の上に記載する。但し書きは図・

表・写真の下に記す。図・表・写真の大きさは，最大A3サイズまでとする。 

＜記載例＞ 

図1 

 

A・B・Cの関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

… （第 2 階層）中央に 
… （第 3 階層）左に寄せる

 
 
… （第 3 階層）左に寄せる

 
 
… （第4階層）左に寄せる 

Ⅵ．結果

Ａ．研究参加者の概要 
 研究参加者は 6名であった。・・・・・・・・ 
 A氏は、・・・・・・ 
Ｂ．分析結果 
 データを分析した結果、・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・。 

１．看護師として働き続ける思い 
 このカテゴリーは、・・・・・・・・・・， 

A

BC
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表1 

 

研究参加者の概要 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図・表・写真は，読み取りやすさを考慮し，それを説明した本文近くの適切な

場所に挿入し表示するか，図・表・写真のそれぞれを一括して綴じる。一括して

綴じる場合，図・表・写真はA4判１枚に１つの図・表・写真とする。 

 ９）資料 

  資料を添付する場合は，通し番号と標題を付す。本文中にはその番号をもって引用す

る。但し，研究計画書および倫理審査申請書類は資料に含めない。 

１０）文献 

 本文での文献記載方法ならびに文献リストの記載方法は，ハーバードスタイル（APA

方式）に準ずることとする。  

（１）本文での文献記載方法 

①本文中に著者名が記載されている場合は，その後ろに（ ）を付し，発行年を記

す。本文中に発行年が記されている場合は，改めて表示する必要はない。同じ年

に発刊された場合は，(2023a), (2023b)のように明記する。文献のページは，

当該文章の後ろに記す。 

＜記載例＞ 

・吉田（2023a）は「・・・・・・」（p.125）と述べている。 

・2016年にRisenは以下のように語っている（p.202）。 

②本文中( )内の著者名は2名までは全員記載する。著者が2名の場合，筆頭者の後

ろに邦文では「,」（半角カンマ）を，欧文では「and」を付す。 

＜記載例＞ 

 ・島田，林（2003）は…と報告している。 

・Yeo and Hayashi (1996) によると… 

③著者が3名以上の場合は，筆頭者の後ろに「他」（欧文の場合は et al.）を付け

て略す。 

＜記載例＞ 

・佐藤他（2020）によると… 

・…と言われている（Shayden et al., 2018, p.304）。 

④著者が3名以上で，名前を省略してしまうと別の文献と同じ表記になってしまう

場合，どちらの文献も区別できるだけの著者名を表記する。欧文の場合，「et 

al.」の前の名前が1つだけであればカンマはつけない。2つ以上ならばカンマを

つける。 

＜記載例＞ 

・佐藤, 高橋，後藤，吉田，山本（2020）の研究によれば… 

・佐藤, 高橋，後藤，吉田，山本，阿部他（2020）が調査したところ… 

・Kapoor et al. (2017)は… 

研究参加者 年齢 看護師歴 ・・・ ・・・

A 20代 5年 ・・・ ・・・

B 30代 13年 ・・・ ・・・

C 20代 7年 ・・・ ・・・

D 20代 6年 ・・・ ・・・

E 30代 10年 ・・・ ・・・

－　　－112



 
 

・Kapoor, Bloom, et al. (2017)は… 

⑤共著者の同一文献を繰り返し引用する際には，著者名が2名までの場合は毎回の

引用に全員記載する。著者が3名以上の場合は毎回の引用に筆頭著者の後ろに

「○○他」または「et al.」と記す。 

⑥同じ（ ）内に著者の異なる2つ以上の文献を引用する場合は，（ ）内に筆頭

著者のアルファベット順に姓と発行年を記し，著者ごとに「;」（セミコロン）

で区切り，「;」の後ろに半角スペースを入れる。 

＜記載例＞ 

・…と考える研究者（遠藤, 2021; 庄司, 2020）も存在する。 

・…と指摘されている（山田, 2022; 山本, 2012）。 

⑦同じ（ ）内に同一著者の2つ以上の文献を引用する場合は，それらの文献の発

行年を早い順に記す。その際，発行年ごとに「,」（カンマ）で区切り，「,」の

後ろに半角スペースを入れる。 

＜記載例＞ 

・…が明らかにされている（伊藤, 2009, 2011, 2018; 武田, 2000, 2003）。 

⑧外国語文献の翻訳書を使用した場合は，オリジナル文献（原書）の発行年と翻訳

書の発行年を「/」（半角スラッシュ）で結んで記載する。「/」の前後に半角ス

ペースは入れない。ページ数は翻訳書のものを記す。訳者名は不要だが，文献リ

ストには訳者名も記載する。 

＜記載例＞ 

・Meleis (2018/2021)は…と述べている（p.55）。 

（２）文献リストの記載方法 

①文献は，筆頭著者のアルファベット順に並べる。著者名は，筆頭著者を含めて20

名までの著者の姓名を記載する。20名を超える場合は19名目までを列挙し，省略

記号（…）に続けて最終著者の前に「&」を付す。外国人著者の場合，姓（ファ

ミリーネーム）を先に，名（ファーストネーム）のイニシャルのみを後に記載す

る。 

＜記載例＞ 

Bach, J. S. (2010). … 

Bowie, D. (2016). … 

加藤武志（2019）．… 

小田美香（2017）. … 

②外国語文献で，著者が2名以上の場合，最終著者の前に「, &」を付す。 

＜記載例＞ 

Christian, B., & Griffiths, T. (2016). … 

Fiske, S. T., Gilbert, D. T., & Lindzey, G. (2010). … 

③同一著者の文献が複数ある場合は，発行年の早い順に記載する。同一著者による

文献が同一年次に複数ある場合は，本文中の（ ）内に記載された発行年に付し

た小文字のアルファベット順に並べる。 

④2行以上にまたがる場合は，2行目以降は行頭を日本語2文字分，アルファベット4

文字分下げる。 

＜記載例＞ 

アメリカ心理学会 [APA](2010)/前田樹海，江藤裕之，田中建彦(訳) (2011). APA

論文作成マニュアル（第2版）. 医学書院． 

Sandelowski, M., & Barroso, J. (2003). Creating metasummaries of 
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qualitative findings. Nursing Research, 52(4), 226-233. 

⑤文献の記載方法は，雑誌掲載論文，書籍（原書），書籍（編集・監修書），書籍

（翻訳・監訳書），電子資料によって異なる。 
a. 雑誌掲載論文 
雑誌名は原則として正式名称を用い，邦文・欧文とも雑誌名は斜字体（イタリッ
ク体）で記す。巻(号)の半角カッコの前後に半角スペースは入れない。 

＜記載方法＞ 

著者名（発行年）．論文の表題．掲載雑誌名，号もしくは巻(号)，最初の頁－最

後の頁． 

＜記載例＞ 

中村敏, 坪倉繁美 (2022）．男子看護学生が看護師としての職業的アイデンティテ

ィを形成していく様相．日本看護学教育学会誌，32(2)，123-136． 

Thompson, B.M., Hearns, G.N., & Collins, M.J. (1992). Patient perceptions 

of health professional interpersonal skills. Australian Psychologist, 

27, 91-95.  
b. 書籍（原書） 
書名を，日本語も外国語も斜字体（イタリック体）で記す。出版社の所在地は記
載しなくてよい。 

＜記載方法＞ 

著者名（発行年）．書名（版数，初版は省略可）．出版社名． 

＜記載例＞ 

芝祐順 (1979)．因子分析法（第2版）．東京大学出版会． 

Morse, J.M., & Field, P.A. (1995). Qualitative research methods of health 

professionals (2nd ed.). SAGE. 
c. 書籍（編集・監修書） 

編集された書籍のなかに収録された章や節から引用した場合は，以下の記載方法

で明記する。外国語文献の場合は，編者の名（ファーストネーム）のイニシャル

を先にし，姓（ファミリーネーム）のあとに「(Ed.), 」，編者が複数の場合は

「(Eds.), 」を付す。監修の場合は「(監)」と表示する。 

＜記載方法＞  

著者名 (発行年). 章や節の表題. 編者名 (編), 書名 (pp. 開始ページ-終了ペー

ジ). 発行所.  

＜記載例＞ 

 佐藤眞理, 吉沢豊予子（2022）. 災害時の女性への支援．吉沢豊予子（編）, 助

産師基礎教育テキスト 2022 年度版第 2巻ウィメンズヘルスケア（pp.175-

184）. 日本看護協会出版会． 

 Schwartz-Barcott, D., & Kim, H. S. (2000). An expansion and elaboration 

of the hybrid model of concept development. B. L. Rodgers, & K. A. 

Knafl (Eds.), Concept development in nursing: Foundations, 

techniques, and applications (2nd ed.) (pp.129-159). SAUNDERS. 

d. 書籍（翻訳・監訳書） 

原著者名は原綴りのまま表記する。 

＜記載方法＞ 

原著者名（発行年）/ 翻訳名or監訳者名（訳or監訳）(翻訳書の発行年)．翻訳書

の書名（版数）．出版社名． 

＜記載例＞ 
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Fawcett, J. (1993)/太田喜久子, 筒井真優美(監訳)(2008)．看護理論の分析と評

価．医学書院． 
e. 電子資料（インターネット情報） 

インターネット上の資料を使用し，引用する場合，読者が確実に引用された情報

に辿りつけるよう，発表者，掲載年月日，記事タイトル（見出し）もしくは説明，

情報に直接リンクする URL，検索の日付を記載する。掲載年月日が不明な場合は，

n.d.（no date の意味）と記載する。 

オンライン出典の文献に DOI（デジタルオブジェクト識別子）がある場合は，通常

の書誌情報の後に「http://doi.org/」を記載し，続けて「10.」から始まる DOI 番

号を記載する。DOI 番号の最後にピリオドは付けない。 

インターネット情報（Wikipedia などを含む）は真偽の不明な情報も多く，確実な情報かどう

かを十分に確かめた上で慎重に用いる。また，そのまま引用することは絶対に避け

る。その文献が紙媒体で手に入る場合は，それを文献とし，電子資料はインターネットでしか手

に入らない文献に限定する。 
＜記載方法＞ 

発表者（掲載年月日）．記事タイトル．URL（検索日＊年＊月＊日） 

＜記載例＞ 

Dietrich, A. J. (2020). Charting a path forward for education abroad 

research. Frontiers: The Interdisciplinary Journal of Study Abroad. 

32(2), 1-11. https://doi.org/10.36366/frontiers.v32i2.465 

厚生労働省（n.d.）．「外国人受け入れのための医療機関向けマニュアル」につ

いて．

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000173230_00003.html 

（検索日2022年1月18日） 
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建学の理念 

本学は，ホスピタリティ精神やアメニティ感覚に溢れ，高度な専門性と実践的能力を身につけた地域の発

展をリードし，世界に貢献できる人材を育成するとともに，学術・文化の向上と豊かで活力のある地域社会

の形成に寄与する。 

 

建学の精神 

快い生活環境（アメニティ）に身を置き，心温まる人間関係（ホスピタリティ）に囲まれていることは成

熟社会に生きる万人の願いであり，このような地域社会を実現させるために「ホスピタリティとアメニティ

の究明と実現」を目指す。 

 

大学の理念 

高度な実学に基づき，豊かな人間性，高度な専門性及び確かな実践力を身につけ，グローバルな視点で地

域社会の発展に貢献できる人材を育成するとともに，学術・文化の向上と豊かで活力のある地域社会の形成

に寄与する。 

豊かな人間性：先人たちの考えや相手の価値観を尊重し，知性と感性を涵養することで自らの人間性を磨

いていく。 

高度な専門性：関連するあらゆる学問や技術に関心を寄せ，自らの専門性を高め，時々刻々と変化する社

会にしなやかに，かつ，柔軟に対応できる力を身につける。  

確かな実践力：地域に根ざし，グローバルな視点で自ら主体的に考え，強い意志を持って実践していく。 

 

大学院の目的 

本学大学院は，地域社会及び国内外の大学・研究機関等との自由かつ緊密な交流及び連携のもとに

看護，事業構想及び食産業に関する高度な学術理論及び応用について研究し，その深奥をきわめて，

学術文化の振興に資するとともに，地域の産業及び社会の発展に寄与することを目的とする。 

 

各研究科の教育研究上の目的 

看護学 

研究科 

 生命の尊厳を基盤とする豊かな人間性を備え，学際的及び国際的な視点で地域現場の課題に対

応できる知識・技術及び研究能力を持ち，高度な実践を行う看護職及び高度に専門的かつ自律的

な研究能力を持つ教育研究者を養成するとともに，保健医療において必要とされる高度かつ専門

的な看護について，研究と社会活動を行うこと。 

事業構想学

研究科 

 豊かな人間性に基づき，事業構想に関する高度に専門的な知識･技術をもち，学際的，国際的視

点で研究または実践を主体的に遂行できる研究者，高度職業人を養成するとともに，事業構想にお

いて必要とされる高度かつ専門的な知識・技術・政策課題について，研究と社会活動を行うこと。

食産業学 

研究科 

豊かな人間性に基づき，食産業に関する広い視野と高度な専門知識・技術をもち，学際的，国際

的視点で研究または実践を主体的に遂行できる研究者，高度職業人を養成するとともに，食産業に

おいて必要とされる高度かつ専門的な知識・技術について，研究と社会活動を行うこと。 
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